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本日の発表内容

１．活動の目的
２．活動日程
３．こんにゃくいも収穫
４．考案した商品① でんにゃく
５．考案した商品② 稗どら
６．成果報告
７．プロジェクトの振り返り
８．来年度に向けて



１．活動の目的

平成27年10月から稗原地区で始まった「軽トラ市＋農家レストラン」による稗

原地区の農業振興、地域活性化の取り組みは今年で3年目となる。島根大学は平成
28年度から参加しており、稗原地区の特産を生かし、六次産業化できないかとい
う命題の元、毎年様々な考案をしている。

・稗原地区の特産であるこんにゃくや地域で収穫
された農産物等を使用し、PR活動を行っていく。

・稗原地区の方々との交流を深め、共に地域の現
状・課題を確認し、その解決法等を考える。



２．活動日程
以下の日程で活動を行った

9月9日 蒟蒻畑の経過観察
稗原観光プルーン農園にてプルーン収穫

9月13日 こんにゃくいも収穫
9月25日 第一回話し合い（グループ分け・商品の考案）
10月22日 第二回話合い（商品・試作会日時の決定）
10月23日 こんにゃく試作会
10月26日 第一回商品試作
11月2日 第二回商品試作
11月10日・11日 稗原マルシェ当日



３．こんにゃくいも収穫
9月13日 コンニャクの収穫



３．こんにゃくいも収穫



４．考案した商品① でんにゃく

「田楽」＋「こんにゃく」＝「でんにゃく」

・地元で生産されたネギ
・地元で生産されたショウガ

以上の食材を味噌、みりん等と混
ぜ合わせて作成したネギ味噌とショ
ウガ味噌をそれぞれこんにゃくの上
にのせた商品



前年度の活動では、稗原地区の方々から作られて
いるレシピで作成したこんにゃくを使用・販売

水の配合を変えた、自分達のオリジナルレシピで
作成したこんにゃくを使用・販売

４．考案した商品① でんにゃく



本来のレシピ【A】
・コンニャクイモ 500ｇ
・水 1650㏄
・炭酸ナトリウム 25ｇ

４．考案した商品① でんにゃく

レシピ【B】
・コンニャクイモ 500ｇ
・水 1350㏄
・炭酸ナトリウム 25ｇ

レシピ【C】
・コンニャクイモ 500ｇ
・水 750㏄
・炭酸ナトリウム 25ｇ



４．考案した商品① でんにゃく

レシピA
→従来通りに作成するこ
とができた。
しかし、田楽にするに
は柔らかすぎ、食べに
くい

レシピB
→程よい食感であった。
形が崩れにくく、食べ
やすい

レシピC
→水の量を減らしすぎた
ため、作成する際にミ
キサーが回らなくなっ
た。作りにくい。



４．考案した商品① でんにゃく



４．考案した商品① でんにゃく



５．考案した商品② 稗どら
「稗どら」
…稗原産のものをふんだんに使
用して作成したどら焼きの略称

今回は、秋に稗原マルシェが
行われた

・稗原産黒米を加えた生地＋地元で
収穫されたかぼちゃを使用した
かぼちゃ餡

・抹茶生地＋島根大学産の小豆を使
用した餡



５．考案した商品② 稗どら

←小豆をゆでる様子
↓餡子を作る様子



５．考案した商品② 稗どら

かぼちゃ餡・生地を
作る様子



５．考案した商品② 稗どら

梱包作業



６．成果報告
今回、秋の稗原マルシェで販売した
ものは、
・でんにゃく
・稗どら
・島根大学商品

ブルーベリージャム
イチゴジャム
リンゴジャム
トマトジュース

以上の4点である。

呼び込みやPOP等を使用して、PRを
行いました。



６．成果報告

・今回の稗原マルシェは、軽トラを使用して販売であったため、
地域の農家さんの方々と交流することができた。
→稗原の農業の現状や昨年の気象状況による農作物への影
響等を教えていただくことができた。

・途中、客足が途絶えたときは稗原マルシェ実行委員の方が、
場内アナウンスを使い、宣伝をしてもらった。

・後半になると、客足も途絶え始めたため、売り歩きを
行いつつ、PR活動をした。

・参加人数が多かったため、効率よく運営することが
できた。



７．プロジェクトの振り返り

【良かった点】
・人数が多かったためスムーズに進めることができた。

・各グループのリーダーを決めることにより、指示が
出しやすくなった。

・前年度よりも地域の方々と交流することができた



７．プロジェクトの振り返り

【反省点】

・情報伝達・共有が遅かったため、稗原マルシェ前日
に少しバタついた。

・天候不順による急な日程変更で交通費等、プロジェ
クトSの支援金額を有効活用することができなかっ
た。



８．来年度に向けて

・今年度は、気象状況により急な予定変更が発生した。特に
稗原での活動する日前後の天気予報をしっかりと確認して
おくことや予備日を決めておく必要がある。

・情報の伝達・情報の共有を迅速に行う。



ご清聴ありがとうございました
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